
大成町・光洋町地区

要望
番号

要　望  事  項 取 組 状 況 等
反映
区分

担 当 部 課

1 【生活道路除雪体制の向上について】
　糸井南町内会

令和４年度の除雪体制は、75業者、機械約196台を使
用し、市内を11ブロックに分けて作業が行われ、除雪機
械の種類は除雪トラック（専用型、ダンプ架装型）・除雪
ドーザ（ブラウ、バケット）・ロータリ除雪車などを使用して
いると市の公開情報から判断しています。
　当町内会の生活道路は数年前までは除雪ドーザブラ
ウ式でのかき分け除雪がなされていましたが、近年は小
型の除雪ドーザバケット式での運び移動可能な方法で
の除雪に変更がなされていると認識しています。この除
雪機械による除雪作業の不具合点はひとつの除雪作業
（１本の生活道路の除雪）に時間が費やされること、多雪
の場合押し進んでいくことが極めて難しい為、道路脇に
多数の除雪後の雪山を残していく（昨年冬季はその状
況が多数見受けられた）事などが挙げられます。残雪に
より支障となる場合やその他のお気づきの事がありまし
たら、苫小牧市都市建設部維持課までご連絡くださいと
はなっていますが、その前に、的確な除雪車輛の確保と
除雪技術の向上に向けた取組を要望いたします。前年
事項の継続も重要な点もありますが、更に一歩前進した
レベルアップが生活様式の向上に繋がり市民の願うとこ
ろです。

　当該地区の除雪業者交代に伴い、 一昨年度から除雪
機械の機種が変更となり、除雪仕上がり具合や作業時
間に遅れが生じておりました。今年度からは、地域・路
線特性に応じた除雪機械の配置を行ってまいりたいと考
えております。

B 都市建設部
　維持課

令和5年10月26日（木）　日吉総合福祉会館
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2 【市営住宅建替と地区再開発要望】
　日吉町内会

（日吉町市営住宅現況報告）
　３丁目物件：11棟48戸空家24戸
　４丁目物件：28棟142戸空家76戸合計100戸(空家率
53％)
  上記物件は、築60年以上経過し老朽化目立ち退去者
増加中であります。早期の建替えと、空き地の分譲図り、
若年層の移住促進に尽力要望致します。新規物件は、
３階建て以上とし災害時一時避難場所として活用希望し
ます。当地区は、昭和50年代移住者多く糸井小は１学
年５クラス以上のマンモス校でしたが、令和５年４月現
在、１学年１クラスに減少、将来は廃校の運命に直面致
しております。糸井小の役割は重要で町民の緊急避難
場所でもあり、早期に若年層が定着出来る環境改善に、
ご尽力要望致します。

　市営住宅の建替えについては、平成30年に策定した
「苫小牧市営住宅整備計画」に基づき、耐震性の低い
住宅の解消を優先して整備を進めているところでござい
ます。
　現時点における計画では、光洋・日吉団地は、令和7
年度から順次、建て替えを進めていく予定となっており
ます。
　また、津波発生時の避難場所を要望する声が地域か
ら寄せられていることを考慮し、建替え後の住宅につい
て、2～3階建てから5階建てに見直しを行ったところでご
ざいます。
　建替え後の跡地の活用につきましては、土地需要など
の状況を踏まえながら、関係部局と協議・検討を行って
まいります。

 【令和６年３月末時点】
　現時点において、お示ししております考え方に変更点
はございません。

B

B

都市建設部
　住宅課
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4 【鉄南地区海岸防潮堤建設要望】
　日吉町内会

令和５年７月24日付、苫小牧民報の一面に松野官房
長官の談話掲載され、拝読致しました。松野官房長官
は石垣市訪問「台湾有事」念頭に、港湾・空港整備・
シェルター整備計画の談話拝読し、政府もやっと防災対
策に本腰を入れたなと好感を持ちました。この様な談話
は過去にありませんでした。台湾有事対策は協調で無
事となる、自然災害は通告なし対話なく重要課題です。
千島・日本海溝地震で想定される、津波の高さは苫小
牧沖で9.5M想定され、鉄南地区で、高い場所は国道36
号線の海抜７Mです、2.5Mの津波直撃受けますと、木造
住宅は「壊滅的被害」を受けます鉄南地区海岸に防潮
堤建設を国に要望すべきと考えます、そのことにより「住
居地域」は浸水で済み生命財産は確保できます、鉄南
地区海岸に防潮堤建設を切に、要望致します。

　令和3年7月に北海道が公表した津波想定は、発生頻
度は極めて低いものの、仮に発生すれば広く甚大な被
害を発生させるレベルのものです。
　このレベルの津波に対して、国は、避難路や避難施設
の整備、防災訓練や防災教育の充実など、避難重視の
対策を進める考えを示しています。
　防潮堤などの海岸保全施設については、発生頻度を
前提に耐震性強化を図るなどの考えが示されており、現
状における建設は困難と認識しておりますが、津波対策
について国や北海道と意見交換する場があることから、
これらの機会を捉え、様々な地域の声を伝えてまいりた
いと考えております。

C 市民生活部
　危機管理室

3 【避難タワー兼、複合施設建設要望】
　日吉町内会

発生に伴う、津波対策計画・強化指定39市町の内、14
市町が予定される記事拝読致しました。苫小牧市の前
田危機管理室長は、道の支援の前提となる緊急事業計
画の策定に向けて、議論を加速させたいと強調、既存施
設の活用住民の意見、財源も勘案検討すると話す。各
市町の特性から、避難タワー建設、複合施設建設計画
の発表ありましたが、苫小牧市の特性から鉄南地区に
避難機能を備えた「避難タワー兼、複合施設」の建設要
望致します。
　避難タワー建設だけに「数億単位」の投資は、もったい
ない。日常的に活用出来る複合施設は、地域住民の安
全・安心は基より鉄南地区町内会所有会館の老朽化進
む中、高齢化社会の財政負担軽減から複合施設の建
設要望致します。

　日本海溝・千島海溝沿いの津波対策については、現
在、市の庁内検討会を立ち上げ、主にハード面での対
応を検討しており、既存施設の津波一時避難施設への
指定拡充に加え、公共施設の新改築時における避難機
能の付加や、津波避難に特化した新たな施設整備など
について協議を進めております。
　本市としましても、ご指摘にあります「複合的な施設利
用」の視点は重要と認識しており、この点を念頭に置い
た効果的かつ効率的な対策を検討してまいります。

B 市民生活部
　危機管理室
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5 【町内会役員（総務・会計担当）の養成講座開設要望】
　日吉町内会

町内会役員の高齢化と、担い手不足は、常態化して
おります。特に、総務・会計担当と言う町内会の中核を
担う役員不足は深刻な問題です。日々の帳簿記録、決
算書作成、又、役員会資料準備、総会議案書作成等に
は、一定の知識と経験を要します、この様な知識習得の
場として、市役所機関に、於いて「町内会役員実務基礎
講座」の、開設を要望致します。
　その事により、女性役員の増員が期待でき、町内会役
員の高齢化、役員不足は解消出来るものと考えます。
　どうぞ、御検察賜り特段の御理解と御尽力下さいます
様、心からお願い申し上げ要望と致します。

　平成28年度に町内会連合会と共催で開催した、町内
会運営に関する研修会の中で、町内会の会計処理の留
意点、収支決算報告書の記載方法などの説明を行った
経過がございますが、各町内会において役員の入れ替
わりが行われていることも予想されますので、開催に向
けて、まずは町内会連合会と協議を行ってまいりたいと
考えております。
 【令和６年３月末時点】
　令和６年度実施に向けて、町内会連合会と協議を行っ
ています。

B

B

市民生活部
　市民生活課
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